屋島のミステリー坂について
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　ミステリー坂は縦断勾配錯視という錯視が生じる坂道である。縦断勾配錯視とは，道路を正面から見たときにその見かけの傾斜が客観的な傾斜とは異なり，たとえば上り坂が下り坂に見えたり，下り坂が上り坂に見えることである。ミステリー坂(同じ呼称で岩手県東和町にもある)の他の顕著な縦断勾配錯視には，ゆうれい坂(鹿児島中種子町)，おばけ坂(沖縄県久米島町)，後戻り坂(青森県階上町)，神秘の道路(韓国済州島)，Anti-gravity Hill (Australia), Magnetic Hill (Canada), Spook Hill (USA), Electric Brae (Scotland)などがある。縦断勾配錯視の研究は，交通渋滞やスピード超過の軽減，道路の設計に貢献するものと考えられる。

屋島のミステリー坂は，香川県高松市屋島にある｢屋島ドライブウエイ｣の料金所から約1.6㎞のところにあり，長さ160m傾斜1ﾟ(2％)の坂道と約200m傾斜5ﾟ(9％)の坂道からなるサグ(凹型の縦断線形)で構成される。このミステリー坂は，2つの縦断勾配錯視をもっている。1つは，その下りの端から上り方向に観察するときに生じる縦断勾配錯視で，上りの近坂が下りに見える。もう1つはその上りの端から下り方向に観察するときに生じる縦断勾配錯視で，下りの遠坂が上りに見える。

　縦断勾配錯視にはさまざまな要因が検討されている。サグのあるミステリー坂の場合は，「山あるいは地平線の要因」と「近坂と遠坂の対比の要因」の2つの要因(Bressan, Garlaschelli & Barracano, 2003)が，特に注目されるべきところである。

　「山あるいは地平線の要因」というのは，前方にある山によって，目の水平(eye level)が上がる（水平線の位置を上方に錯覚する）ことで，ゆるやかな上りの近坂が下り坂に見えるという可能性と，下方にある風景あるいはみかけの地平線によって，目の水平が下がる（水平線の位置を下方に錯覚する）ことで，ゆるやかな下りの遠坂が上って見えるという可能性の2つを指す。

一方，「近坂と遠坂の対比の要因」は，急な上りの遠坂があると，近坂は実際の勾配よりも下り方向に傾斜するよう錯覚するために，ゆるやかな上りの近坂が下り坂に見えるという可能性と，急な下りの近坂があると，遠坂は実際の勾配よりも上り方向に傾斜するよう錯覚するために，ゆるやかな下りの遠坂が上り坂に見えるという可能性の2つを指す。

先に述べたように，縦断勾配錯視にはさまざまな要因が影響を及ぼしていると考えられる。我々は現在，ミステリー坂の縮小模型を用いて詳細な研究を行っている。
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